
お茶の水女子大学FD/SD研修2016 

アクティブ・ラーニングの現場で生きる人的支援と空間 
～日本、フランス、世界の動向から今後のあり方を考える～ 

  

 主催：教育改革部会 共催：教育開発センター、グローバルリーダーシップ研究所、附属図書館 

日時 
2016年7月25日(月) 

12：40～15：00 
(受付開始：12：10) 

場所 

お茶の水女子大学 
共通講義棟２号館201室 

東京都文京区大塚2-1-1 

丸ノ内線「茗荷谷」駅より徒歩7分 

有楽町線「護国寺」駅より徒歩8分 

 

プログラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12：40～12：45 開会挨拶 髙﨑 みどり（教育担当理事・副学長） 

12：45～12：55  矢野 智子 

（LALA／人間文化創成科学研究科比較社会文化学専攻） 

「お茶大の取組紹介－LALA（Library Academic Learning Adviser）を中心に」 

12：55～13：35 杉森 公一 

（金沢大学 国際基幹教育院高等教育開発・支援部門 准教授） 

「ファカルティ・ディベロップメントを超えて － これからの教育開発に向けて」 

人的な学修支援（ピアサポーター・ピアアドバイザーなどの学修支援を促す制度、 

アクティブ・ラーニング空間と自律的な学修を支える教職員の役割の拡大）の観点 

から、日本の大学におけるティーチング・アシスタントおよびラーニング・アドバイザーの機

能拡張を議論したい。 

13：35～14：25 John Augeri（逐語通訳） 

      （Paris Île-de-France Digital University, Deputy Director） 

「学習空間とラーニングコモンズ － FDにおけるトレンドとインパクト」 

学習空間についての国際的な調査結果に加え、フランスの文部科学省に相当する 

国民教育省の「学習空間に関するポリシー」策定や、パリにある７ヶ所のFDトレーニ

ングセンター・ネットワークにおける実践などについて紹介する。 

14：25～15：00 質疑応答・まとめ（逐語通訳） 

             モデレーター 半田 智久（教育開発センター 教授） 

  趣旨  
  教育改革のキーワードとして、アクティブ・ラーニングの必要性が指摘

されていますが、なかなか難しいのが現状です。そこで、今回のFD/SD

研修は、アクティブ・ラーニングの現場で生きる人的支援と空間に着目

し、日本、フランス、世界の動向・実例から、今後のあり方を考え、実

践に結びつくヒントを得られる場といたします。 

  本学の教職員、教育のあり方に興味のある大学院生・学部学生に

加え、他機関の教職員、学生の皆さまも歓迎いたします。多くの皆さ

まのご参加をお待ちしています。 

お申込み 
Webフォームからお申込みください 

詳細：裏面参照 

学内の方は、当日参加も可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

LALAデスクの様子 



 杉森公一氏 プロフィール  
金沢大学国際基幹教育院高等教育開発・支援部門准教授。1998年富山県立砺波高等

学校卒業。2002年筑波大学第一学群自然学類卒業。2004年筑波大学大学院修士課程

教育研究科教科教育専攻修了。2007年金沢大学大学院自然科学研究科博士後期課程

修了。2007年金城大学研究員。2010年金城大学医療健康学部助手。2011年 同助教。

2013年金沢大学 大学教育・開発支援センター准教授。2016年より現職。  

教職員能力開発（Faculty Development）に関わる教育・研究・講演に従事。専門は、計

算化学、理科教育および大学教育開発。修士（教育学）、博士（理学）。 

金沢大学の大学教育再生加速プログラム（テーマI+II複合型）「学生の主体性を涵養する

カリキュラム・教育方法・学修支援環境の統合的な改革」に携わっている。 

 ジョン・オージェリー氏 プロフィール  
ジョン・オージェリー氏は、フランス・デジタル大学（UNPIdF）の設立メンバー
であり次長を務める。UNPIdFは2006年に17大学で始まった高等教育におけるオン

ライン・サービスの開発を主な活動とする公的コンソーシアムで、オージェリー氏
はUNPIdFの全ての研修、ファカルティ・ディベロップメント、革新的な物理的学
習空間の活用を、戦略策定と実践の両面から推進しており、その活動には7つの研
修センターにおける年間150回のワークショップの開催、デジタル・ユーザー・ガ

イドの出版、研修用デジタルコンテンツの制作などが含まれる。 

その他、フランス国民教育省の「学習空間とラーニングコモンズ政策」の専門家・
アドバイザー、EDUCAUSE（ITの活用によって高等教育を進歩させることを使命と
する、米国のNPO）の国際的学習空間ワーキンググループのメンバーも務める。 

お茶の水女子大学FD/SD研修2016 

アクティブ・ラーニングの現場で生きる人的支援と空間 
～日本、フランス、世界の動向から今後のあり方を考える～ 

お申込み  
 Webフォームからお申込みください。 

 お名前、ご所属、ご身分、 

 連絡先、研修で聞きたいことなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

キャンパスマップ  
 共通講義棟2号館201室（2階） 

 http://www.ocha.ac.jp/help/accessmap.html 

お問合せ先： 
お茶の水女子大学附属図書館 

Email: library@cc.ocha.ac.jp 

電話：03-5978-5833 


